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【搬送事業について】
１　市町村立図書館の財政状況が厳しいので搬送事業の継続と拡大を望む。（７件）
２　急ぎの荷物を直接受け取り館へ発送できるように届け先に記名のない搬送票を5枚程度発行して
　もらいたい。
３　受取館へ資料が届くまで日数がかかる。何か良い方法はないか。
４　業者への集荷依頼の曜日指定を緩和できないか。
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【市町村支援及び市町村協力について】
１　担当者の交流会があっても良いのではないか。　例)相互貸借担当、一般書担当等々。
２　協力レファレンスについて、県立資料で回答できない場合、こちらから頼まなくても国立国会図
　書館等へ調査依頼してほしい。
３　郷土資料に関するレファレンスで、隣接市町村で協力し、地域全体の底上げを図りたい。
４　協力貸出の延長の考え方について、問い合わせた時点で予約等がなければ、返却予定日又はその
　翌日を起算日とした延長としていただけないか。
５　リクエスト購入の依頼に迅速に対応してもらったが、その資料の入荷後、リクエスト館に対し優
　先的に取り置きしてもらうことができないことについて改善できないか。
６　市町村からのリクエスト購入への積極的な対応。
７　デポジットライブラリーの推進（市町村で廃棄した資料で県内に1冊しかないものの保存）。
８　滋賀県のように県立図書館と市町村立図書館の人材交流があればと思う。
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【市町村ネットワークについて】
１　Webから協力レファレンス、所蔵協力調査ができるようになれば良い。
２　催事情報について、毎月入力せず、再利用して登録できるように望む。
３　電子会議室は、新しいものが下のほうになっているので、見るのに時間がかかる。
４　ネットワーク機能は、投稿する館が決まっていて、たくさんの館からの情報が得られない。
５　ネットワーク機能だけでは、システムが導入されていない館の情報がわからないのではないか。
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【団体貸出について】
１　団体貸出の継続を望む。（２件）
２　団体貸出資料を通常の資料と横断的に検索できるようにしてほしい。
３　団体貸出の利用日について、県側の担当者が休みの日であっても柔軟に対応してほしい。
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【ホームページについて】
１　県内図書館横断検索からも予約申込できるとよい。
２　標準ボタンの「←戻る」ボタンを押すと警告メッセージが出る。
３　レファレンス申込画面が入力しづらい。
４　「郷土関係書誌情報データベース」は利用しづらい。
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【資料収集について】
１　県立図書館の資料費予算が少ないのが残念。やむを得ず他県立に相互貸借をお願いした時、
　「現在、入手可能な資料です」と断られるのが無念。
２　新書、選書の網羅的な収集。
３　科学技術系データベースの導入。
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【研修について】
１　今回の図書館専門職員（レファレンス）の事前課題は難しすぎたのではないか。
２　図書館に質を求める利用者が増加しているのに、ベテランの司書、職員が減り、職員の資質も
　落ちてきているように感じるので、市町村職員に対する研修を今後も積極的に行っていただきた
　い。
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【その他】
１　県立図書館の郷土資料の分類番号が、国立国会図書館、県内の図書館とあまりにかけ離れてい
　たりすると、どの分類番号にすべきか悩む。
２　「ぺっこ」とは何か。
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計 38

その他　　県立図書館に対し要望等ありましたら、自由にお書きください。
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